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 要  旨 
画家が描く似顔絵では、真正面顔だけでなく、斜めや横から見た似顔絵も多い。このことから、
正面顔に加えて横顔や斜め顔の特徴に対しても分析を行うことが必要である。また、人物紹介の
ことを「プロフィール」と言うが、英語で"profile"は横顔のことであり、特に欧米では横顔に個
人の顔特徴が現れていると考えられている。従来の計算機による横顔似顔絵の生成に関しては、
対象人物の横顔と平均顔についてエッジ特徴の差を求め、この差を外挿して強調する方法がある。
この似顔絵生成手法では、各顔部品の形状と配置が一体となって扱われているため極端な誇張を
行おうとすると絵が崩れることがあり、似顔絵生成の自由度が必ずしも高くない。また、本研究
室では、形状に関する特徴と配置に関する特徴を個別に制御することが可能な柔軟性の高い似顔
絵生成の研究を行ってきたが、正面顔を対象としており、横顔に関しては充分に検討されていな
かった。 
本研究では、主成分分析を用いて横顔における個人的特徴を分析し、それに基づいて個人の特
徴を強調した横顔の似顔絵を生成する手法を構築した。まず、横顔画像の座標データを取得する
ために横顔のワイヤフレームモデルを作成した。このワイヤフレームモデルを使って横顔画像か
ら横顔部品の形状と配置に関する情報を取得した。次に、入力顔と平均顔の形状及び配置の差分
を求め、固有空間（固有ベクトル）への直交展開を行った。さらに、直交展開により求められた
係数に従って強調倍率を決め、固有ベクトルに対する強調処理を行った。最後に、特徴強調され
た形状と配置の差分情報に平均形状、平均配置を加えることによって最終的な似顔絵が得られた。   
 さらに、本研究では横顔の審美的評価の手法を検討した。まず、唇のいくつかの主成分の組み
合わせによって横顔の美しさ（E ライン）に係わる主成分を求めた。この主成分の組み合わせか
ら入力顔を E ラインに関して定量的に評価できるようになり、また、この主成分の組み合わせを
入力顔に付与すると E ラインの美しさに係わる主成分の操作が可能になった。また、入力顔から
鼻唇角を計算し、審美的に評価できるようになった。 
今後の課題としては、鼻唇角に係わる主成分の組み合わせ(複数の顔パーツにまたがる)を求め
ることが挙げられる。また、歯の矯正前後での横顔の形状変化の定量的評価への応用も考えられ
る。 
 
